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オーニソガラム ア ラビクムの増殖性について
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オーニツガラム属(lpriあoFaわ初)はエリ科に属し ユ ー

コノミス届やチェーリッパ腐に近爆な社物梓であるが

日本には自生種がなく な じみの薄い植物であった。し

かし、欧米においては ア レンプ用切イじ素材やイじ垣用と

して各種のものが利用されている。

本報のオーニツガラム ァ ラビクム(0 4rabiCJ"■)は

この属の中では大型な種類で、幕手の切花として需要が

伸びており' オ ー■ツガラム シ ルッィデスなどとい寸様

に、耐寒性の強い靖 こえFF社として分標されている.

栽培経過

90年10月24日に余R県 農業大学校のは室 (管理最rI江

皮 10℃)に 危|こし社をしたものの切下球を階級分けし、

,1年 9月243に 高原分場 (宇陀郡様lF ll三宮す br高約

380m)の 露路回坊へ定IBした。定すこ間隔は ど の階級に

おいても20cEとし 基 肥としてえ杷柏20絶7とを施して排

うん後 黒 色ビニールマルチを損ったうねに1置付けた。

定4EL後 赳 冬末力駒伸長した12月1日に べ たがけ資料

によるトンネル松密を行い 奉 多の新策が多く見え|」し

た4月10日に撤去した。この時、出荷と思われる業の重

なりが多くの法で認められた。

開花は92年5月13日から始まり 125]で 採花を終r

した。(終には、第よ小イし開イt時に行った。)

その後|こ物小が黄化し最上位茉の先琳が主化を始めた

6月 19日に球根堀上げを行い 水 洗 風 乾後 定 植時と

同様にできうる限り分割し 各 tFFの宣量を測定した。

増殖の状況

ネ種の憐彗は タ マネギ状をしている。分承は第1図

のように 均 守な2つの子本に分離する場合と、大きな

1つの子球と多数の木ヤ梅の小球を派生する場合があり

ほとんど後者のタイプであつた。

左 i rf求力初 さヽく 派 生小球が多い例
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第 1図 オ ーニツガラム ア ラピクムの分球状況
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さらに、大きな子なの周跡に派生する小球根にも jA

形のものと扇平なタリの実状のものがあり、球状の小本

は分離し易いが、罵ヤな刀ヽ球は分離し難い傾向があった。

調査は、本回寸時の規球童量でlm宮以上 76～ 9,g 50～

ゆg、30～49ふ 10～29=(本 状)10～ 29g(Fu子 状)10g

以下 (球状)103以 下 (扇平状)の 8ク ラスに分け そ

れぞれ生存々 開 花率 子 球章量 派 生小水欽、FFと小

球重量の出1定を行った。

果結

小枝の球眼重量別栽培結果は第 1表の通りである。

このように 標 高380m地 点において 市 敗扶 (ほぼ

70g以上の球棋が流通している.)を 用いれば 枯 死する
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'定植球に対する開花率

ことなく最低 1本 の花茎が形成され、1的=以上のまでは

2本 の収種も期待される。また、30g～ゅgの派生小球で

も667% 10～ 29ど球で3磁 弱の開花を見たことは 本 種

を自家増殖で栽培する場合、球根養成圃場においても切

花収をができることを示している。

生わ率は、S6=以上の承でほぼloo%、 それ以下では

80%台 となり、1に以下の非常に小さな球でも同様であっ

た。

次に 自 家増殖を行う場合に重要な、切下球の状況に

ついて調査した結果が第2表である。

本種の球根は 20に 程度が最大で、普通には180雛 度

第 2表  オ ーキツガラム ァ ピラクムの子球及び率根生産総重置について
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アビラクムの栽培結果
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が限茂である。このため、1∞g以上の大球では新球経重

電の増加は派生する小球が主体となり 子 魂本体につい

ては横ばいといし後増程度となる。

70～91gクラスの車慎では、切下球においてもほほ合個

体が10og以 上の大球に成長した。しかし、このクラスで

は、派生する刀ヽ球は小さくなり、第2表 に見られるよう

に 総 新生球質の増加宰は1∞g以上区を下回っている。

50～69g区と30～49g区についてはよく似た増殖傾向を

示し、子球重宣は信増し、総新球重増加率は25情 程度と

なる。このクラスのま根は、70%以 上開れするので、切

花取儀と併せて幼学のよい子球重の増〕口が期待できる。

10～29g区は、ま状の形態によって球状と扇平状に分類

したが、子球重重増加事など両者の間に大きな差は見ら

れなかった。しかし、子球望量の増加率について こ の

クラスは4倍 以上の高い伸びを示しており 来 客の増殖

用小まとして重要なものと考えられた。

10g以下の球根については、 1年 間の考業により平均し

て10～2堵クラスに生長するが、翌年 増ヽ業が必要となる

ので、増殖用としてはlo～匁g京ほど重要ではない。

以上のように、オーニッガラム ア ラビクムは切下球

においても繁殖幼事がよく、翌年への利用が可能である

上に生産遠も増大していく。さらに 子 球より派生して

くるlo～妙との木子状小本も1年 間の養成によって 翌 年

十分開花の見込める球に成長する。

ネ種は、省力的な切花作物として有望視されていると

ともに、増殖能力も高いことが明らかとなり、今後本県

における切花素材として期待される。
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